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延岡市は、宮崎県の北部に位置し、東九州でも有数の工業都市であります。

市内では、農業基盤整備事業や、道路改良事業等に伴う事前発掘調査が行われ、埋蔵

文化財が数多く散在していることが明らかになりました。

このような状況を踏まえ、延岡市教育委員会では文化財保護と開発事業との調1整を図

るため、平成 5年度から3カ年計画で事前に詳細分布調査を実施することになりました。

本書が、埋蔵文化財の保護と文化財に対する理解の一助になればと思います。

最後になりましたが、事業の推進にあたつて、宮崎県教育庁文化課をはじめ分布調査

の作業に従事していただいた方々など関係各位のご理解とご協力、心から感謝の意を表

します。

平成 8年 3月

延岡市教育委員会

教育長 牧 野 哲 久



例   言

1.本書は、延岡市教育委員会が平成 5年度から7年度にかけて文化庁、県教育委員会の補助を受けて実

施した遺跡詳細分布調査の報告書です。

2.本調査は、主に埋蔵文化財に関する調査であり、内容は当市全域を対象とする埋蔵文化財包蔵地調査

カード及び遺跡分布図から成ります。

3.本書に掲載された遺跡は、文化財保護法にいう「周知の埋蔵文化財包蔵地」です。

4。 「周知の埋蔵文化財包蔵地」において、土木工事等を実施しようとする場合は、工事着手の 2カ 月以

前までに文化庁長官に届け出ることが文化財保護法により義務づけられていますので「周知の埋蔵文化

財包蔵地」及びその隣接する地域において土木工事等を実施しようとする場合は、計画段階において延

岡市教育委員会文化課 (延岡市東本小路 2-1・ 奮0982-22-7047)及 び県教育委員会文化課 (宮崎市

橘通東 1-9-10・ ao985-26-7251)に 照会されたい。

また、国及び地方公共団体等が土木工事等を実施しようとする場合は、文化庁長官に通知書を提出す

ることが必要です。

なお、埋蔵文化財は、その性質上未発見のまま地中に包蔵されている場合があり、工事等により当該

文化財が発見された場合にも前記と同様、延岡市教育委員会文化課及び県教育委員会文化課に連絡して

ください。

5。 本書及び埋蔵文化財に関するお問い合わせは、延岡市教育委員会文化課及び宮崎県教育委員会文化課

へお願いします。

6。 本書の編集は山田があたった。
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1.地図上の表記については、以下のとおりである。指定文化財については、史跡、名勝、天然記念物の

みについて 〇 で示し、それ以外については除外した。埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」)は地図上

に① で示した。古墳及び古墳群の場合は、範囲をOで 示した。また、これら以外の遺跡で六地

蔵Wi、 石塔群等については(三)で示した。

2.遺跡名については、刊行済みの調査報告書を基本とし、今回の調査で分類が可能なものについてはそ

れに従った。新発見の遺跡については、字名をつけて遺跡名とした。遺跡対象地が複数の字にまたがる

場合は、遺跡の中心となる字名を用いた。同遺跡名が存在する場合は、頭に町名を用いた。

3.地図の遺跡番号はすべてそれと一致する。

4.旧番号とは、「全国遺跡地図 史跡 。名勝・天然記念物および埋蔵文化財包蔵地地図」昭和52年文化

庁文化財保護部作成に記載されている番号である。

5.旧岩熊用水路については、旧岩熊井堰の関連として、地図上に示した。

平成 5～ 7年度調査 の組織
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調査の概要圭早書界

(1)調査の方法及び地域の区割 りについて

延岡市では、大正年間より発掘調査が進められているが、本格的なものとしては昭和60年度の赤木遺跡

(舞野町)の調査から始まっている。しかし、近年増加しつつある各種開発事業と文化財保護との事前調

整において、資料不足などから円滑な調整が図れない状況になっていた。

こうした状況から、平成 5年度から国県補助を受けながら遺跡詳細分布調査を実施することになった。

調査区域は市内全域に及ぶことから、 3ケ年計画とし、平成 5年度は祝子川と大瀬川を挟む地域、平成 6

年度は大瀬川以南地域、平成 7年度は祝子川以北を中心に実施した。また、これらの作業に並行して、採

集遺物の整理と遺跡台帳作成を行った。調査の過程において、大地蔵塔、庚申塔などの石造物について可

能な限り調査を実施した。なお、今回の分布図作製については、その図面の大きさ等を考慮して、指定文

化財及び埋蔵文化財包蔵地を中心に記録することとした。

報告書の地域別表示については、廷岡市合併前の旧村を参考に以下のとおり区割りを行った。

南浦地区は、島浦町、熊野江町、須美江町、浦城町、安井町。

東海地区は、東海町、川島町、鹿小路町、須佐町、差木野町、大峡町、宮長町、桑平町、妙町、大野町、

佐野町、祝子町、尾崎町、夏田町、桜ケ丘 1～ 3丁目、樫山町、稲葉崎町、無庇町、柚の木田町、栗野名

町、大武町、牧町、ニツ島町、神戸町、追内町、白石町、大門町、水尻町。

岡富地区は、富美山町、柚木町、宇和田町、鹿狩瀬町、中川原町、山月町、中の瀬町、桜園町、川原崎

町、日の出町、昭和町、祇園町、新町、紺屋町、瀬の口町、博労町、古川町、岡富町、北小路、高千穂通

り、山下町、栄町、萩町、幸町、船倉町、恵比須町、須崎町、柳沢町、本町、北町、中町、南町、中央通

1～ 3丁目、東本小路、本小路、桜小路、天神小路、方財町。

南方地区は、大貫町、松山町、野田町、野地町、西階町、小峰町、天下町、吉野町、貝の畑町、岡元町、

細見町、小川町、行膝町、舞野町、平田町、高野町、上三輪町、中三輪町、下三輸町。

恒富地区は、中島町、惣領町、浜砂 1～ 3丁目、出北町、出北 1～ 6丁目、東浜砂町、別府町、長浜町、

旭町、三ツ瀬町、上大瀬町、大瀬町、永池町、安賀多町、春日町、卸本町、古城町、三須町、恒富町、北

新小路、新小路、西小路、出口町、愛宕町、共栄町、伊達町、構口町、浜町、平原町、鶴ケ丘1～ 2丁目、

塩浜町、緑ケ丘 1～ 5丁目、若葉町、片田町、沖田町、小野町。

伊形地区は、石田町、伊形町、下伊形町、上伊形町、松原町、旭ケ丘 1～ 6丁目、赤水町、鯛名町、妙

見町、櫛津町、土々呂町、新浜町、北―ケ岡 1～ 4丁目、南―ケ岡1～ 6丁目。

(2)調査の概要

1)南浦地区

ここは、延岡市北東地域に位置する。ここは、日向灘に面した日豊海岸国定公園地域の周辺部にあたる。

植生は沖合に黒潮が流れるため、海岸性の亜熱帯性植物群がみられ、市内の他地区とは様相を異にする。

また、海岸線はリアス式海岸の様相を呈しており、その多くが断がい絶壁になっている。こうした中にも、

小河川によって開析した谷間に形成された平野部がみられ、熊野江町、須美江町、浦城町の集落が形成さ
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れている。この地区は、集落地が限定されているなどの要因もあって、埋蔵文化財包蔵地等に認識されて

いるところは少ないことから、実地調査を中心に行った。以下、各時代ごとに述べることとする。

旧石器時代は、主に丘陵地にその可能性があるものの、海岸性の植物群落が繁茂しているため、今回の

調査では確認されていない。

縄文時代になると、海岸性の立地条件を生かして、寺ケ谷遺跡 (浦城町)か ら、縄文後～晩期の上器が

表採されている。同様の入江は多く存在することから、今後増加することが考えられる。

弥生～古墳時代では、海岸砂丘上に立地する県史跡南浦箱式石棺群を含む外浜遺跡 (熊野江町)が存在

する。

古代～中世にかけては、浦城湾を天然の良港とした浦尻城跡 (浦城町)を中心として、周辺に城に関連

する遺跡が確認された。また、終戦後に地元住民等によって開墾等が行われ、当時採集された遺物が残っ

ている。また、仲崎遺跡 (浦城町)か らリゾート施設造成の際、12世紀に鋳造されたとみられる「政和通

宝」が 1点出土しており、海に面した立地を生かして他地域との交流が伺うことができる。

近世では、内藤家文書の絵図史料などを参考にのろし跡、休憩場跡など海上交通に関連するものが確認

された。

2)東海地区

この地区は、北川と祝子川の浸食作用によって下流部に開けた沖積平野と、行除山及び大崩山を中心と

する花こう岩山地から構成されている。平野部は、川の蛇行作用によって多くの微高地及び後背湿地がみ

られ、現在は良好な水田地帯が広がっている。

旧石器時代は、稲葉崎町などの低丘陵地帯にその可能性が考えられるが、今回の調査では確認されてい

ない。

縄文時代は、祝子川流域の段丘上に上池遺跡 (大野町)、 上畑遺跡 (同)が確認されている。

弥生時代になると、稲葉崎町、差木野町などの平野部で遺跡が確認されている。また、祝子遺跡 (祝子

町)は製鉄遺跡とされ、鉄津、土器片が表採された記録がある。

古墳時代になると、平野部のほぼ全域にわたって遺跡の分布がみられ、県北最大の菅原神社古墳 (稲葉

崎町)を はじめ、樫山古墳群、東海町の川口地区などの古墳群が確認されている。また、航空写真の検討

によって、菅原神社古墳の南東部に同規模の前方後円墳と推定される痕跡が確認されたことから、稲葉崎

町遺跡とした。

古代～中世では、官道の痕跡を示すものとして、祝子町に「車ケ瀬」という字名が残っている。この他

には、須佐町、大武町、稲葉崎町周辺において寺跡や散布地が確認されている他、稲葉崎町に「外城」と

される字名が見受けられ、城跡関係の遺跡と推定された。

近世～近代では、西南の役の際に、西郷軍が陣営を設けたといわれる土塁や砦が和田越から長尾山一帯

を中心に点在しているのが確認された。この他、須佐神社 (須佐町)の背後にある山に、旧境内の熊野神

社跡と推定される平坦地が確認された。
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3)岡富地区

この地区は、現在の市街地が位置する平野部と、岡富山を中心とする山間部とに分かれる。

旧石器～縄文時代は、調査例が少ないこともあり、現在のところ確認されていない。

弥生時代は、主に市街地において土木工事の際に土器片が検出されており、幸町遺跡、岡富小学校周辺

遺跡、日の出町遺跡などが確認されている。また、ライフピア延岡建設に伴う延岡城内遺跡の調査では、

後期後半～終末期の土器、木製品をはじめ足跡などが出土し、さらに延岡城ニノ九発掘調査では、後期の

上墳墓が検出され、川中地区一帯がこの時期の遺跡包蔵地と推定されている。

古墳時代では、平野部に面した丘陵の尾根筋に古墳や箱式石棺が見受けられ、伊勢ノ前古墳や上多々良

箱式石棺群などが知られている。平成 7年度に調査された上ノ坊遺跡 (山月町、富美山町)か らは、円墳

1基と上墳墓 1基が検出され、鉄製品等が出上し、周辺の丘陵地帯にも分布が広がるものと思われる。こ

の他には、須恵器窯として古川窯跡 (古川町)が知られている。

古代～近世は、延岡城跡関連を中心に確認された。また、内藤家文書の絵図史料について、現在の地形

図に沿った表記がみられることから、これらを参考に神事能舞台跡 (恵比須町他)や城下町遺跡 (中町他)

等を加えた。

4)南方地区

五ケ瀬川流域に広がるこの地区は、河岸段丘と阿蘇熔結凝灰岩の堆積等によって形成された平坦な台地

と丘陵群及び行際山を中心とする山々が広がり、これらを開析して谷平野が分布している。当地区は、以

前から開墾による表採などによって埋蔵文化財包蔵地が数多く知られていたが、その詳細については不明

であった。しかし、近年、ほ場整備事業に伴う中尾原遺跡 (細見町)、 黒土田遺跡 (同 )、 山口遺跡 (小川

町)、 畑山遺跡 (同)な どの発掘調査によって、旧石器～近世の複合遺跡であることが解明されつつある。

また、これらの開発事業に伴って、周辺地域からも新発見の遺跡が多数確認され、市内でも最大の埋蔵文

化財包蔵地域となっている。

旧石器～縄文時代は、平坦な台地や丘陵上から、近年の発掘調査で赤木遺跡 (舞野町)、 黒土田遺跡

(細見町)、 今井野遺跡群 (天下町)、 畑山遺跡 (小川町)な どの良好な遺跡が確認されている。また、表

採資料から小切畑第 1。 第 2遺跡 (上三輪町)、 伊原第 1・ 第 2・ 第 3遺跡 (同 )、 中津野第 1・ 第 2遺跡

(岡元町)、 茂須野遺跡 (行膝町)な ど遺跡密度の高い埋蔵文化財包蔵地が確認された。 この他に、

貝塚として大貫貝塚 (大貫町)、 高野貝塚 (高野町)が知られている。また、大貫貝塚の西側に立地する

和田ノ奥遺跡 (大貫町、西階町)か らも表採資料で貝殻等が確認された。

弥生～古墳時代になると、市内最大の集落遺跡である中尾原遺跡 (細見町)を はじめ、天下第 1・ 第 2

遺跡 (天下町)、 吉野第 1・ 第 2遺跡 (吉野町)、 長谷遺跡 (高野町)、 員藤遺跡 (舞野町)な どが確認さ

れた。また、丘陵上及びその先端部には国史跡南方古墳群やガンガン石 (大貫町)、 九塚山古墳 (西階町)

などの有力な古墳が点在している。

古代～近世では、市内唯―の駅跡として川辺駅跡 (西階町)の推定地が知られている。当地区では寺跡

も文献や伝承に多くみられ、光蓮寺跡 (大貫町)、 光福寺跡 (吉野町)、 大日寺跡 (天下町)、 円福寺 (同 )

などが確認された。城跡では、西階城跡 (西階町)、 松尾城跡 (松山町)が知られていたが、松尾城跡に
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ついては従来より北側の丘陵にも広がることが判明した。また、天下城山遺跡 (天下町)は、文献にみら

れないが地元の伝承をきっかけに新たに確認された。この他には、近世牧野藩時代に完成した旧岩熊井堰

の推定地や数多くの石塔群が確認された。

5)恒富地区

この地区は、愛宕山を中心に東西に延びる丘陵と、その南北に広がる平野部から構成されている。

旧石器時代は、平成元年に調査された片田遺跡が所在 し、堂ノ上遺跡 (三須町)か ら表採資料が得られ

た。

縄文時代は、三須町から小野町にかけての丘陵上から表採資料が見受けられた。また、平野部に突き出

した丘陵先端部には縄文海進時期に形成されたとみられる沖田貝塚 (小野町)、 古城貝塚、片田貝塚が分

布している。

弥生～古墳時代は、県史跡延岡古墳群が立地する丘陵地から平野部にかけて分布が見られ、中野田遺跡

(三須町)、 平ノ下遺跡 (同)な どが確認された。また、土木工事等の際に、出口町遺跡、平原町遺跡など

で土器片が出土している。

古代～近世は、井上城跡 (古城町)が知られ、文献史料の調査により恒富町周辺から寺跡が多く確認さ

れた。また、市内最大の塩田であったと思われる塩浜塩田跡も航空写真等により確認された。

6)伊形地区

この地区は、沖田川、井替川流域に広がる平野部と、海岸部に突き出した山が連なる半島部分から構成

されている。今回の調査で確認された遺跡等は最も少なく、これは地形的な要因が大きいものと考えられ

る。

旧石器～古墳時代は、林遺跡 (伊形町)、 西の迫古墳群 (石田町)力汝日られている。

古代は確認されなかったが、中世～近世は、城館に関するものとして、土々呂城山跡 (土々呂町)、 田

下遺跡 (上伊形町)、 関所として僧都ケ浜関所跡 (土々呂町)の推定地等が確認された。

近代遺構としては、太平洋戦争時に訓練に使用されたとされる赤水震洋隊格納庫跡 (赤水町)が確認さ

れた。

-4-



才旨 一叉定 化 財

1.史  跡

2.名  勝

3.天然記念物

4.用 水 路





1日 史 跡

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種 別 時 代 旧番号 備  考

4509--1
南方古墳群

第01号墳
国 天下町709-口 。710外

前 方

後円墳
古 墳 柄鏡式

4509-2
南方古墳群

第02号墳
国 天下町709-イ 外 円 墳 古 墳

横穴式石室

一部露出

4509--3
南方古墳群

第03号墳
国 天下町709-イ 外 円 墳 古 墳

組合せ石棺

一部調査

4509-4
南方古墳群

第04号墳
国 天下町709-イ 外 円 墳 古 墳

組合せ石棺

一部調査

4509-5
南方古墳群

第05号墳
国 天下町744-1外

前 方

後円墳
古 墳

4509-6
南方古墳群

第06号墳
国 天下町751-2外 円 墳 古 墳 組合せ石棺

4509--7
南方古墳群

第07号墳
国 天下町758-1外 円 墳 古 墳

組合せ石棺

一部調査

4509--8
南方古墳群

第08号墳
国 天下町758-1外 円 墳 古 墳

組合せ石棺

一部調査

4509--9
南方古墳群

第09号墳
国 天下町759外 円 墳 古 墳

4508
南方古墳群

第10号墳
国 天下町570-1外

前 方

後円墳
古 墳 一部調査

4513--1
南方古墳群

第11号墳
国 天下町1231-1外 円 墳 古 墳 7-70 高野第 1号墳

4513--2
南方古墳群

第12号墳
国 天下町1213-418外 円 墳 古 墳 7-71 高野第 2号墳

4513-3
南方古墳群

第13号墳
国 天下町1213-418外 円 墳 古 墳

7-72 高野第 3号墳

組合せ石棺

4511--1
南方古墳群

第14号墳
国 吉野町1649-1

1653タト
円 墳 古 墳

舟形石棺

一部調査

4511--2
南方古墳群

第15号墳
国 吉野町1651-2外 円 墳 古 墳

組合せ石棺

一部調査

4510
南方古墳群

第16号墳
国 吉野町1445-乙外 円 墳 古 墳 組合せ石棺
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

4512
南方古墳群

第17号墳
国 吉野町1725-2外 円 墳 古 墳

4515
南方古墳群

第18号墳
国 舞野町1487-225外 円 墳 古 墳

7-65 平田古墳

組合せ石棺

4514--1
南方古墳群

第19号墳
国 舞野町1424-1外 円 墳 古 墳

4514-2
南方古墳群

第21号墳
国 舞野町1480-2外 円 墳 古 墳 組合せ石棺

4514--3
南方古墳群

第22号墳
国 舞野町1480-1外 円 墳 古 墳 組合せ石棺

4514-4
南方古墳群

第23号墳
国 舞野町1478外 円 墳 古 墳 組合せ石棺

4506-― ユ
南方古墳群

第24号墳
国 大貫町5丁 目2014-乙外 円 墳 古 墳

7-78 大貰古墳
横穴式石室

一部調査

4506-2
南方古墳群

第25号墳
国 大貫町5丁 目2056-イ 外 円 墳 古 墳 7-78 大貫古墳

4506-3
南方古墳群

第26号墳
国 大貫町 5丁目1994外 円 墳 古 墳 7-78 大貫古墳

4506-4
南方古墳群

第27号墳
国 大貫町 5丁目2054外 円 墳 古 墳 7-78 大貫古墳

4506--5
南方古墳群

第28号墳
国 大貫町 5丁目2043外 円 墳 古 墳 7-78 大貫古墳

4506--6
南方古墳群

第29号墳
国 大貫町 5丁目2041外 円 墳 古 墳 7-78 大貫古墳

4506--7
南方古墳群

第30号墳
国 大貫町 5丁目2054外 円 墳 古 墳 7-78 大貫古墳

4506-8
南方古墳群

第31号墳
国 大貫町 5丁目1994外 円 墳 古 墳 7-78 大貫古墳

4505
南方古墳群

第32号墳
国

2431--1
西階町1丁 目

2432タト
円 墳 古 墳 一部調査

4504
南方古墳群

第33号墳
国 野地町 1丁目2507外 円 墳 古 墳
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遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 男J 時 代 旧番号 備  考

4501--1
南方古墳群

第34号墳
国 野地町4丁目3261-1外

前 方

後円墳
古 墳 7-32 延岡野地町古墳群

4501-2
南方古墳群

第35号墳
国 野地町4丁目3261-1外 円 墳 古 墳 7-32 延岡野地町古墳群

4501-3
南方古墳群

第36号墳
国 野地町4丁目3269-1外 円 墳 古 墳 7-32 延岡野地町古墳群

4502
南方古墳群

第37号墳
国 野田町5285-2外 円 墳 古 墳 家形石棺

4503
南方古墳群

第38号墳
国 野田町4883-1外 円 墳 古 墳

4506--9
南方古墳群

第39号墳
国 大貫町5丁 目1529-2外

前 方

後円墳
古 墳

浄土寺山古墳

一部調査

4507 南方古墳群
第40号墳

国 天下町73外 横 穴 古 墳 7-75 天下北古墳2基
一害臨 杏

4501--4
南方古墳群

第41号墳
国 野地町4丁目3378-1外 円 墳 古 墳 7-32 廷岡野地町古墳群

直径38.5m

5502
延岡古墳群

第01号墳
県 三須町806-ロ ーロ外 円 墳 古 墳 7-81 延岡三須町古墳

一部調査

5504
延岡古墳群

第02号墳
県 小野町6650外 円 墳 古 墳 7-80 廷岡小野町古墳群

一害臨 呑

5503
延岡古墳群

第03号墳
県 小野町6678外 円 墳 古 墳 7-80 廷岡小野町古墳群

一部誦杏

5505 延岡古墳
群

第04号墳
県 小野町6503外 円 墳 古 墳 7-80 廷岡小野町古墳群

一菩【調杏

5501
延岡古墳群

第05号墳
県 愛宕町3丁 目6092-1外 横 穴 古 墳

7-84
一部調査

2505-― ユ
延岡古墳群

第10号墳
県 桜ケ丘 2丁目7464外 円 墳 古 墳

7-23 琴塚古墳

一部調査

2505--2
延岡古墳群

第11号墳
県 桜ケ丘 2丁目7464外 横 穴 古 墳 7-24

2511 延岡古墳群
第12号墳

県 粟野名町1606外 円 墳 古 墳 7-33 廷岡粟野名町古墳
石棺一部露出
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遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

2510
延岡古墳群

第13号墳
県 柏の木田町1320外 円 墳 古 墳 社殿あり

2512
延岡古墳群

第14号墳
県 牧町4412外 円 墳 古 墳 社殿あり

2508
延岡古墳群

第15号墳
県 大門町552外 円 墳 古 墳 公園

2509
延岡古墳群

第16号墳
県 大門町301外 円 墳 古 墳

2502
廷岡古墳群

第17号墳
県 大峡町7368外 円 墳 古 墳 7-28 延岡差木野町古墳

2507
延岡古墳群

第19号墳
県 桜ケ丘1丁目7492-1外 円 墳 古 墳 一部調査

2504
延岡古墳群

第21号墳
県 稲葉崎町5丁 目675-1外 円 墳 古 墳 7-20 延岡小梓町古墳

2506 延岡古墳群
第22号墳

県 稲葉崎 3丁目1802外
前 方
後円墳

古 墳
7-25 廷岡稲葉崎町古墳群

全長 110m以上
社殿あ り

2503
延岡古墳群

第24号墳
県 無鹿町 2丁目3368-乙外 円 墳 古 墳

7-34 無鹿古墳

箱式石棺露出

2501
廷岡古墳群

第33号墳
県 東海町143-4外 円 墳 古 墳 7-37 廷岡奥東海町古墳

3501
延岡古墳群

第34号墳
県 岡富町771外 横 穴 古 墳

7-30 廷岡古川町古墳群
一部調査

1501
南浦箱式

石棺群
県 熊野江町外浜2453-1 石 棺 古 墳

4517 小峰窯跡 市 小峰町字内山 窯 跡 近  世 7-17 小峰窯跡

5506 沖田貝塚 市 小野町字横谷 貝 塚 縄 文 7-85 片岡貝塚
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勝名2D

遺跡呑号 名  称 指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

2513 那 智 の 滝 県 川島町字崩ケ内 名 勝

4516 行 除 山 県 行除町字山口 名 勝

3日 天然記念物

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

5507
アカウミガメ

及   び
その薄卵比

県 長浜町 3丁目外
天 然
記念物

1502 ヤ ッコソウ 市
熊野江町字九田通山

熊野江神社

天 然

記念物

4.用 水 路

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 ぬ奎  房U 時 代 旧番号 備  考

0001 旧岩熊水路 下三輪町外 治 水
近 世

近 代
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埋蔵文化財包蔵地

南 浦 地 区

東 海 地 区

岡 富 地 区

南 方 地 区

恒 富 地 区

伊 形 地 区

1001⌒―

2001^や

3001か―

4001か一

5001か―

6001か一





南浦地区

lE古墳・

(1001-)

横穴等

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種   房ll 時 代 旧番号 備  考

1004 外 浜 遺 跡 熊野江町字タト浜 石 棺 古 墳

2E散布地・城跡等

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 房J 時 代 旧番号 備  考

1001 地 下 遺 跡 島浦町字地下 集落跡 近  世 水主屋敷跡

1002 御 仮 屋 跡 島浦町字地下 城 館 近  世

1003 遠見番所跡 島浦町字影ノ浦・宇治
通 信

施 設
近  世

1007 浦城塩田跡 浦城町字仲崎 生  産
世
　
代

近
　
近

1008 仲 崎 遺 跡 浦城町字仲崎 集落跡
代
世
世

古
中
近
4-5

1009 浦 尻
I城
跡 浦城町字市場 。田ノ浦 城 跡 中 世 4-6 浦尻城跡

1010 寺ケ谷遺跡 浦城町字甫場 。田ノ浦 散布地

Ｘ
墳
代
汁

縄
古
古
中

1011 旗揚山遺跡 浦城町字田ノ浦 交 通 近  世 通称のろし山

1012 甫場 遺 跡 浦城町字甫場 集落跡 近  世
遠見石出土

(内藤記念館に移設)

1014 木 場 遺 跡 熊野江町字古田・竹ノ後 散布地
世
　
世

中
　
近

1016
須 美 江

会 所 跡
須美江町字樋ノロ 城 館 近  世
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3B大地蔵憧 ,石塔群等

遺跡番号 名  称 1雛 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

1005
神 之 前

第 1遺 跡
溝城町字釉之前 石塔群

世

性

中

近

1006
神 之 前

第 2.遺 跡
浦城町学神之前 石塔群

世

世

中

近

10■ 3
中 村 の

六地 蔵 瞳
熊野江町中村字カラ石ブ元 石 塔 中 性 萩 1眸 1548)

1015
蔦裁高野内

遺 跡
蒲貌町字中之連・高野向 右1塔群

世

・世

中

近

― 16.―



東海地区

1.古墳・

(2001～ )

横穴等

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種   別 時 代 旧呑号 備  考

2017 馬場畑遺跡 稲葉崎町字馬場畑 古 墳 古 墳

2019 樫山古墳群
稲葉崎町字平田・五反田

桜ケ丘字七曲り

樫山町字樫山・志戸

古 墳 古 墳 7-26 廷同樫山町古墳

2030
川 口 第 二

遺 跡
東海町字東海 石 棺 古 墳 一部調査

2日 散布地 。城跡等

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

2001
旧熊野神社

跡
須佐町字乳母ケ屋敷 神社跡 近  世

2002
町

群

佐

跡

須

遺

須佐町字川久保・男鶴・

須佐 。中島・田無・

乳母ケ屋敦

散布地

集落跡

世

世

中

近

2003
西 南 の役

薩摩軍陣跡群
須佐町字大内山 。崩ケ内 埜塚跡 近 代

2004
野

群

木

跡

差

遺
差木野町字差木野 散布地

生

世

世

弥

中

近

7-13 差木野遺跡
一部調査

2005
町

群

峡

跡

大

遺
大峡町 祭 祀

7-2
跡鉄

ン
製
岩

メ
羅

ろ

ル
々
む

ド
多
ひ

2006
大 峡

金山谷遺跡
大峡町字西谷 生  産 近 世 鉱山跡

2007
西南 の役

薩摩軍陣跡

大峡町字大峡山

稲葉崎町字石原田
望壕跡 近 代

2008
西南 の役

薩摩軍陣跡

大峡町字大峡山

稲葉崎町字権現田
望壕跡 近 代

2009 伽藍堂遺跡 稲葉崎町字石原田 寺 跡 中 世 土持親栄建立 ?

2010
西 南 の役

薩摩軍陣跡
稲葉崎町字石原田 。長迫 望壕跡 近 代
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

2011 慈 福 寺 跡 稲葉崎町字石原田 寺 跡
世
　
世

中
　
近

厨子が現存

2012
崎

跡

葉
　
城

稲

外
稲葉崎町字外城 城跡 ? 中世 ?

2013 西南
の役

薩摩軍陣跡

大峡町字大峡山

稲葉崎町字竹ノ脇
征庫肝室粕率FFl

董壕跡 近 代

2014
西 南 の役

薩摩軍陣跡
無庇町字無鹿・無鹿前田 望壕跡 近

下
代

2015
大 友 宗 麟

陣 跡
無庇町字無鹿友内 皆 跡 中 世

2016 社ケ原遺跡
稲葉崎町字社ケ原・

平四郎久保
散布地

墳
　
世

古
　
中

7-21

7-22

社ケ原遺跡

桜ケ丘遺跡

2018 稲葉崎遺跡 稲葉崎町字宮田・平田 散布地
弥 生

古 墳
7-27 稲葉崎遺跡

2020 妙上原遺跡 妙町字妙上原・妙下水流 散布地
文
　
世

縄
　
中

2021 上 畑 遺 跡 大野町字上畑 散布地
文

墳

縄
　
古

2022 上 池 遺 跡 大野町字上池 散布地 縄 文 一部調査

2023 車ケ瀬遺跡 祝子町字車ケ瀬 交 通
代
　
世

古
　
中

2024 祝 子 遺 跡 祝子町字上ノ原・寺無田 散布地 弥 生

2025 清高島遺跡 大武町字清高島 寺 跡
世
　
世

中
　
近

清高寺跡

西林寺跡

2026 大 武 遺 跡 大武町字大武 散布地
世
　
世

中
　
近

一部調査

2027 堂ノ脇遣跡 牧町字堂ノ脇 散布地
墳
　
世

古
　
近

2028
川   島

東 海 寺 跡

川島町字弥五郎田・

東海寺作
寺跡 ?

世
　
世

中
　
近
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

2029
川 口 第 一

遺 跡
東海町字東海 散布地

世
　
世

中
　
近

2032 夏 田 遺 跡
夏田町字平野・夏田

桜ケ丘
集落跡 弥  生

2033 大 門 遺 跡 大門町字五領 。大門 散布地 弥 生

2034
川   口

東 海 寺 跡
東海町字東海 寺跡 ?

世
　
世

中
　
近

2039
東海中学校

周 辺 遺 跡
無鹿町字神楽田。無鹿前田 散布地 古 墳

2041 旧祐国寺跡 ニッ島町字寺ノ元 寺 跡 近  世

3日 六地蔵憧・石塔群等

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 】J 時 代 旧番号 備  考

2031
川   口

常 夜 燈
東海町字東海 石 塔 近  世

2035
水 尻 の

人 地 蔵 瞳
東海町字水尻 石 塔

中 世

近 世

2036
無鹿友内の

六地 蔵 瞳
無鹿町字無鹿友内 石 塔

世
　
世

中
　
近

原位置不明

2基あり

2037
差木野神社

の六地蔵憧
差木野町 差木野神社内 石 塔 近  世 宝暦9年 (1759)

2038
慈福寺跡の

六地 蔵 憧
稲葉崎町字石原田 石 塔

世
　
世

中
　
近

９

５

９

イ

上

５

７

別
【
照

基
禄
徳

２
享
正

2040
有 馬 直 純

供 養 塔
川島町 祐国寺内 石 塔 近  世

2042
寺 島 の

六地 蔵 憧
ニッ島町字寺島 石 塔

2043
牧 町 の

六地 蔵 憧
牧町字堂ノ脇 石 塔
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岡宮地区 (3001～ )

1日 古墳・横穴等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種  房lJ 時 代 旧番号 備  考

3004 曽地 遺 跡
富美山町字山田

山月町字曽地
古 墳 古 墳

3005 片 山 遺 跡
富美山町字山田

山月町字片山
古 墳 古 墳

3012
上多 々 良

箱式石棺群

岡富町字上多々良 。下多々

良・野田口

古川町字赤迫

石 棺 古 墳 2基以上あり

3014
伊 勢 ノ前

古 墳
古川町字伊勢ノ前 古 墳 古 墳 一部調査

2日 散布地・城跡等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

3001 旧城影寺跡 宇和田町字宇和田 寺 跡 近  世

3002
柚 木 第 1

遺   跡
柚木町字上柚木 散布地

弥 生

古 墳
7-18 柚木遺跡

3003
柚 木 第 2

遺 跡
柏木町字柚木 交 通 近  世 番所跡

3006
上 ノ 坊

迫退 跡

富美山町字山田

山下町字上ノ坊

古 墳

散布地

百 墳

古 代

中 世
一部調査

3007
日 の 出 町

遺 跡
日の出町 散布地 弥  生

3008 速策山窯跡 山下町字上ノ坊 窯 跡
世
　
代

近
　
近

3009
送 茉 山

善龍 寺跡
山下町字上ノ坊 寺 跡 近  世 祇園寺跡

3010
神事能舞台

跡

恵比須町,祇園町,高千穂

通 り
祭 祀 近 世

3011 高岳 寺 跡
岡富町字坊ノ内

北小路字新宮
寺 跡 近 世
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

3013
不 動 の 滝

東 大 寺 跡
古川町字伊勢ノ前

I
寺 跡

3015 赤 迫 遺 跡 古川町字赤迫・伊勢ノ前 散布地 古 墳

3016 古 川 窯 跡 古川町字伊勢ノ前 窯 跡
古 墳

古 代
7-29 古川窯跡

3018
延 岡 城 内

遺 跡

本小路、東本小路、桜小路、

天神小路、柳沢町
城  跡

中 世

近 世
7 -77
延岡城跡

(亀井城跡)

3019 幸 町遺 跡 幸町字幸町 散布地 弥 生

3020
岡富小学校

周辺 遺 跡
高千穂通り 散布地 弥 生

3026
廷岡城下町
迫退 跡

北町,中町,南町,本町,
柳沢町,新町,
船倉町 1～ 2丁目,中央通

集落跡
生

世

弥

近

3029 備後屋敷跡 岡富町字坊内 城 館 近  世

3日 六地蔵惟・石塔群等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧呑号 備  考

3017 鴨 田 遺 跡 古川町字鴨田 。伊勢ノ前 石塔群
世
　
世

中
　
近

3021
乱
養

陣
脚
碑

島
戦
の

北小路 城影寺内 石 塔 近 世 寛文7年 (1667)

3022 仏 足 石 北小路 台雲寺内 石 塔 近 世 文政12年 (1829)

3023
キリシタン

石 碑
山下町 円照寺内 石 塔 近世 ?

3024
昭 和 町 の

烏 八 日
昭和町字川原崎前 石 塔 近  世 文化14年 (1817)

3025
キリシタン

石 碑
川原崎町字川原崎 石 塔 中 世 3基あり
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遺跡番号 名  称 1指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

3.022
台雲 寺の

六地蔵瞳
】L/1ヽ路 台雲寺内 石

―
塔

3027
菩正 寺 の

鳥 ,八― 白
山1下町 書正寺内 石 塔 近 世

3028 内藤家基地 和 端 石 塔 近 世 一部工台雲寺

-22-



南方地区

1.古墳・

(4001～ )

横穴等

遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

4026 細見古墳群 細見町字細見 石 棺 古 墳 2基以上あり

4061 井の迫遺跡 天下町字井の迫 古 墳 古 墳

4073 木ノ下遺跡 野地町字木ノ下 古 墳 古 墳

4075 丸塚山古墳 西階町字置露 横  穴 古 墳 一部調査

4083 がんがん石 大貫町字肥登 古 墳 古 墳

2.散布地・城跡等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種 丹」 時 代 旧番号 備  考

4001
別 当 寺

大 日寺 跡
行膝町字山口 寺 跡 中 世

4003 茂須野遺跡 行膝町茂須野字時広 散布地
文
　
生

縄
　
弥

4004 橋ケ原遺跡 行除町字橋ケ原 散布地 縄 文

4005 中 原 遺 跡 行膝町字中原 散布地 縄 文

4006 平 遺 跡 行膝町字平 散布地
雄
献
ｎ

緻
誡
輯

4007 行膝小切畑

遺 跡 群 行膝町字小切畑 散布地

旧石

糸巳

弥

器

文

生

7-14 歌ケ原遺跡

4008 苺 田 窯 跡 行膝町字諏訪・吉野 窯 跡
墳

代

古

古

7-15

7-16

苺田第1号古窯跡

苺田第2号古窯跡

4009
一死
跡

ノ居鳥

遺
舞野町字菅ノ内・鳥居ノ元 散布地

百 噴
古 代

中 世
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

4010 舞 野 遺 跡
舞野町字舞野・美土ノ内・

菅ノ内
散布地

生

墳

世

弥

古

近

4011 美 土 ノ内
遺   跡

舞野町字美土ノ内 。舞野・

長迫
散布地

希
文
生
措

ね旧
縄
弥
古

4012 井垣野遺跡 小川町字井垣野 散布地
墳

代

古
　
古

4013 上ノ鶴遺跡 小川町字田ノ内 。上ノ鶴 散布地
縄 文

古 墳

4014 山 口 遺 跡 小川町字山口 集落跡
墳
代
世

古
古
中

一部調査

4015 山 田 遺 跡 小川町字山田 散布地
器
文
墳

石旧
縄
古

4016 畑 山 遺 跡 小川町字山田 集落跡 嗚醜帥］
一部調査

4017 中 津 野
第 1遺 跡 岡元町字中津野 散布地

喬
文
生
措

ね旧
縄
弥
古

4018
中 津 野

第 2遺 跡
岡元町字中津野 散布地

旧石器

縄 文

4019
相 田

第 1遺 跡
岡元町字柏田 散布地

縄 文

古 墳

4020
相 田

第 2遺 跡
岡元町字相田・御堂原 散布地

縄 文

古 墳

4021 御堂原遺跡 岡元町字御堂原 散布地 中 世

4022 妙 高 寺 跡 岡元町字御堂原 寺 跡 中 世 西園寺 ?

4023 殿 村 遺 跡 岡元町字殿村 。柴竹 散布地
縄 文

古 墳

4024 柴 竹 遺 跡 岡元町字柴竹 散布地
文
生
墳

縄
弥
古

4025 中尾原遺跡 細見町字細見 集落跡

器
文
生
活

石旧
縄
弥
古

一部調査
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

4027 細 見 遺 跡 細見町字細見 散布地
文
生
墳

縄
弥
古

4028 上 野 遺 跡 細見町字千葉
古 墳

散布地

文

生

増

縄

弥

古

7-61
7-62
廷岡細見町第1号墳

廷岡細見町第2号墳

4029 黒土田遺跡 細見町字千葉・黒土田 散布地

器
文
生
措

石旧
縄
弥
古

一部調査

4030
竹 下 第 1

遺   跡

舞野町字多々羅

貝の畑町字竹下 。上貝
散布地

器
文
生
活

石旧
縄
弥
古

4031
竹 下 第 2

遺   跡
貝の畑町字竹下 散布地 弥  生 7-63 貝畑遺跡

4032 多 々 羅
第 1遺 跡 舞野町字多々羅 散布地

器
文
生
措

石旧
縄
弥
古

一部調査

4033 多 々 羅
第 2遺 跡 舞野町字多々羅

棺
地布

石
散

器
文
生
遺

石旧
縄
弥
古

一部調査

4034
羅

跡

々

述還
つ
０

多

第
舞野町字多々羅 散布地

文

生

婚

縄

弥

古

4035 赤 木 遺 跡 舞野町字員藤 。赤木 散布地
旧石器

古 墳
一部調査

4036 員 藤 遺 跡 舞野町字員藤 散布地喘脚脚
4037 平 田 遺 跡 平田町字平田 散布地

文
生
世

縄
弥
中
7-66 平田遺跡

4038
惣 ケ 内

鉱 泉 跡
平田町字惣ケ内 城 館

世
　
代

近
　
近

4039 高 野 貝 塚 高野町字長谷 貝 塚
文
　
生

縄
　
弥
7-69 高野貝塚

4040 長 谷 遺 跡 高野町字長谷 。新貝 散布地
文
生
墳

縄
弥
古
7-67 上原遺跡

404ユ
野

群

井

跡

今

遺

高野町字長谷

天下町字今井野
散布地

旧石器

緻
・
推

ゼ!,葺 'モニ|ヽ

7 ０
０
７
ｒ一 今井野遺跡

4042
天下金山谷

迫退 跡
天下町字今井野 生 産 近  世 鉱山跡 ?
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 ぬ五  丹U 時 代 旧番号 備  考

4043 貝ノ畑遺跡
貝の畑町字上貝・竹下・

貝ノ畑
散布地

縄 文

古 墳
7-64

4045 下 貝 遺 跡
貝の畑町字下貝

吉野町字上野原

寺 跡
散布地

文
生
墳
汁

縄
弥
古
由

跡
跡
寺
堂
楽
野
永
蝉

4046 上野原遺跡 吉野町字上野原 散布地

器
文
生
情

石旧
縄
弥
士

4047 中仙 寺 跡 吉野町字坂本 寺 跡 中 世

4048
士

野

石 切 場 跡
吉野町字角力田 生 産

世
　
代

近
　
近

4049
角 力 田

第 1遺 跡
吉野町字角力田 散布地

旧石器

縄 文

4050 田
跡

力
遺９，

角
第 吉野町字角力田 散布地 喘醐脚脚4051
角 力 田

第 3遺 跡
吉野町字角力田 散布地 古 墳

4052 １

跡

第野士
口
重退

天下町字今井野

吉野町字吉野
散布地

旧石器

緻
・
姓

納 ・卸t

一部調査

4053 ２

跡

第野士
口
婆遅

吉野町字吉野

天下町字鬼黒

寺 跡
散布地

旧石器

れ電J〔・ ,h」:

中 世

吉野光福寺跡

一部調査

4054 鬼 黒 遺 跡 天下町字鬼黒
横 穴

散布地
古 墳

4055 船 岩 遺 跡 天下町字船岩・鬼黒 散布地
旧石器

縄 文

4056
天 下 第

退

１
　
跡

天下町字雨下 散布地 古 墳

4057
天 下 第

遺

２
　
跡

天下町字筒井 散布地 古 墳

4058 大 日寺 跡 天下町字雨下 寺 跡 中 世

4059 円福 寺 跡 天下町字雨下
寺 跡

散布地
中 世
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遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

4060 黒 越 寺 跡 天下町字井の迫 寺 跡 中 世

4062 荒 田 遺 跡 小峰町字荒田内 集落跡
弥 生

近 世
一部調査

4063
天 下 城 山

滋退 跡

天下町字雨下中須。中ノ坪・

井の迫・筒井
城  跡 中 世

4064
天 下 中 須

連返 跡

天下町字雨下中須 散布地 古 墳

4065 五反田遺跡 小峰町字五反田 。後田 散布地
文

墳

縄
　
古

4066
地 蔵 ケ 森

迫逗 跡

小峰町字後田・内山 集落跡
器
文
墳

石旧
縄
古

一部調査

4067 内 山 遺 跡 小峰町字内山 集落跡
器
文
墳

石旧
縄
古

4068 ―ツ田遺跡 松山町字―ツ田 散布地
墳
　
代

古

古

4069 野 門 遺 跡 松山町字野門 散布地
縄 文

古 墳

4070 大 谷 遺 跡 松山町字大谷 寺跡 ?
古 代

中 世

4071 松 尾 城 跡
松山町字松山 。一ツ田・

野門

跡

跡

寺

城

代

世

世

古

中

近

7-74 松尾城跡
城影寺跡

4072 野 田 町
八田遺跡群

野田町字人田 集落跡

文

生

増

縄

弥

古

地蔵森古墳

一部調査

4074 西 階 城 跡

野田町字野田

西階町字置露

大貫町字丸山

城 跡 中 世
別名宝坂城

一部調査

4076 川 辺 駅 跡 西階町字川辺 官 衛 古 代

4077 宮 畑 遺 跡
大貫町字宮畑・西ノ園・

糸引 。和田
散布地

文

生

増

縄

弥

古

一部調査

4078 和
田 ノ奥

遺   跡

大貫町字和田ノ奥・和田ノ

迫・糸引・和田

西階町字・谷神

散布地
文

生

縄

弥
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遺跡番号 名  称 卜
疋
』
日 所  在  地 ぬ奎  房U 時 代 旧番号 備  考

4079 迫 嶺 遺 跡 大貫町字迫嶺・和田ノ迫 散布地
文
　
生

縄
　
弥

7-78 大貫古墳

一部調査

4080 浄 土 寺 跡 大貫町字浄土寺 寺跡 ? 中 世

4081 大 貫 貝 塚 大貫町字平・浄土寺 貝 塚 縄 文
7-79 大貫貝塚

一部調査

4082 上無田遺跡
野地町字中峰・平野

大貫町字上無田 。中無田

引揚ノ元

散布地
文

墳

縄

古
一部調査

4084 肥 登 遺 跡
大貫町字肥登

野地町字岩崎
散布地 古 墳

4085 光蓮 寺 跡 大貫町字光蓮寺 寺 跡
古 代

中 世

幸蓮寺ともあり

4086 中ノ須遺跡 大貫町字犬飼田・大工畑 散布地 近  世 一部調査

4087 鹿 越 遺 跡 上三輸町字鹿越 散布地
文
生
墳

縄
弥
古

4088 五 領 遺 跡 上三輪町字五領 散布地
世
　
世

中
　
近

4089 伊   原
第 1遺 跡

上三輪町字伊原 。上ノ鶴 散布地

文

生

増

縄

弥

古

4090
原

跡迫還
９
宮

伊

第
上三輪町字伊原・上ノ鶴 散布地

文

生

活

縄

弥

古

4091
原

跡迪返
つ
０

伊

第
上三輪町字伊原・上ノ鶴 散布地

文

生

増

縄

弥

古

4092
上三輪小切畑

第 1遺 跡
上三輪町字小田切 散布地 縄 文

4098
上三輪小切畑

第 2遺 跡
上三輪町字小田切 散布地 縄  文

4094 旧長全寺跡 上三輪町字樫谷 寺 跡
世
　
世

中
　
近

4095
中三輪大野

第 1遺 跡
中三輪町字大野 散布地

生
　
墳

弥
　
古
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

4096
中三輸大野

第 2遺 跡
中三輪町字大野

寺 跡

散布地

墳
　
世

古
　
中

4097 旧岩熊井堰 下三輪町字岩熊 治 水
世
　
代

近
　
近

4098 仲 畑 遺 跡 下三輪町字仲畑・岩熊 散布地
墳

代

古

古

4099
旧 下 三 輪

神 社 跡
下三輪町字青谷城 城館 ? 中世 ? 青谷城跡 ?

4115 飯 島 遺 跡 野田町字飯島 散布地

3.六地蔵憧・石塔群等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

4002
行 膝 神 社

石 塔 群
行際町字山口 石塔群 中 世

4044
貝 の 畑

石 塔 群
貝の畑町字貝ノ畑 石塔群

世
　
世

中
　
近

4100 土持卒塔婆 吉野町字吉野 石 塔 中 世 文明14年 (1482)

4101 大貫の石人 大貫町字引揚ノ元 石  人 古 墳
「野地の石人」

ともある

4102
妙 光 寺 の

六地 蔵 瞳
小川町 妙光寺内 石 塔

4103
妙高寺跡の

六 地 蔵 憧
岡元町字御堂原 石 塔 中 世

内藤記念館ヘ

移設
天文15年 (1546)

4104
岡元薬師堂

の六地蔵憧
岡元町 岡元薬師堂内 石 塔 近  世 文政5年 (1822)

4105
舞 野 の

六 地 蔵 憧
県 舞野町字舞野 石 塔 中 世

内藤記念館ヘ

移設

弘治3年 (1557

4106
地蔵ケ森の

六 地 蔵 憧
小峰町字後田 石 塔
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遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種 別 時 代 旧番号 備  考

4107
天福 寺 の

六地 蔵 瞳
小峰町 天福寺内 石 塔

｀

4108
常 楽 寺 の

六地 蔵 憧
野地町 常楽寺内 石 塔 中 世 天文6年 (1537)

4109
野地神社の

六地 蔵 憧
野地町 野地神社内 石 塔

4110
平 野 の

六 地 蔵 瞳
野地町字平野 石 塔

4111
鹿 越 の

六 地 蔵 憧
上三輪町字鹿越 石 塔

4112
地 福 寺 の

六 地 蔵 瞳
上三輪町 地福寺内 石 塔 近  世 享保16年 (1731)

4113
伊 原 の

六 地 蔵 憧
上三輪町字伊原 石 塔

4114
長 全 寺 の

六 地 蔵 瞳
下三輪町 長全寺内 石 塔 中 世 天文10年 (1541)

-30-



恒宮地区

1.古墳・

(5001～ )

横穴等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

5026 平 原 古 墳 平原町字庄司田 石 構 古 墳
7-87

内藤記念館へ移設

5028 港 山 古 墳 塩浜町字港山 石 棺 古 墳
箱式石棺

一部調査

2日 散布地・城跡等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

5001 大 円 寺 跡 浜砂町字大円寺 寺 跡
世
　
世

中
　
近

5002 旧誓敬寺跡 新小路付近 寺 跡
世
　
世

中
　
近

5003 西光 寺 跡 西小路字西光寺・中野城 寺 跡
世
　
世

中
　
近

中野城跡

5004 恒富
本村遺

跡
恒富町 1丁 目～ 3丁目付近 集落跡

推

。

韻

古代'中世
粁  世

智法寺跡

5005 和合寺遺跡
新小路 2丁目

1付近
愛宕町 2丁目

寺 跡
中 世

近 世

5006 光 福 寺 跡
恒富町 4丁 目

1付近
愛宕町 3丁目

寺 跡
世
　
世

中
　
近

5007 利 生 寺 跡 恒富町字利生寺・山本 寺 跡
世
　
世

中
　
近

5008 春 日寺 跡 古城町 2丁目。4丁目付近 寺 跡
世
　
世

中
　
近

5009 惣 泉 寺 跡 古城町字田中惣泉寺 寺 跡
世
　
世

中
　
近

田中薬師寺跡

5010 古 城 貝 塚 古城町字古城 貝 塚 縄  文

5011 古 城 窯 跡 古城町字古城 窯 跡 近 世
7-82 古城窯跡

一部調査
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遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 ぬ奎  丹U 時 代 旧番号 備  考

5012 井 上 城 跡
山

下

・
守

城
田
天

古
反

・

・
六
下

前

・
城

ノ
城
古

越
古
字
字
町
町
須
城
三
古 城  跡 中 世 7-83 井上城跡

5013 平ノ下遺跡 三須町字平ノ下
散布地

古 墳

墳

世

古
　
中

7-81 延岡三須町古墳

一部調査

5014 中野田遺跡 三須町字中野田 散布地
縄 文

古 墳

5015 迫ノ田遺跡
小野町字竹下・迫ノ刊・

堀町
散布地

更
生

墳

縄
弥

古

5016 古 園 遺 跡 小野町字古園 散布地
文
生
墳

縄
弥
古

5017 堂ノ上遺跡 三須町字堂ノ上・皆形
散布地
古 墳 』醜帥］

7-80 延岡小野町古墳群
一部調査

5018 真 蔵 寺 跡 三須町字島戸山 寺 跡 近  世

5019 横 谷 遺 跡 小野町字横谷 貝 塚 縄 文
7-85 片岡貝塚

一部調査

5020 片田遺跡群
片田町字狩迫・片田・

大田迫・内ノ田
散布地

旧石器

縄 文
古 墳

一部調査

502ユ 太田迫遺跡 片田町字太田迫 散布地

生
墳
世
汁

弥
古
中
析

5022 神田給遺跡 片田町字神田給 散布地 古 墳

5023 片 田 貝 塚 片田町字片田・太田迫 貝 塚 縄  文

5024 鬼 ケ 城 跡 構口町字鬼ケ城 城  跡 中世 ?

5025 平 原 遺 跡
構口町字野中田・鬼ケ城・

立田 。萩原
平原町字萩原

散布地
生
墳
世

弥
古
中
7-86 平原遺跡

5027 平 原 窯 跡 鶴ケ丘字夏井 窯 跡
近 世

近 代

5029 笹 目洞 穴 塩浜町字港山 洞 穴
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輯 名  称 指定 所  在  地― 種 別 時 代 十日1需 備 .考

51030 塩浜猛日跡 途浜町 3丁目■近 生 産
近 と

近 代

5033 屋敷内遺跡 小野町宇屋敷内 散布地 古 墳

5034 出口町遺跡
出口町

西小路
古城町1丁目

散布地 弥 生

3.六lta惟|・ 石塔群等

遺跡番号 名‐ .称 維 所  在  地 種 別 時一代 I日需 備  考

5031
皆形の六地

離
小野町字皆形 石 塔

内藤記念館ヘ

移設

5032
願成寺の六

醜 瞳
新小路 願成手内 石 塔 申 世

二基あり

報 年 (15321
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伊形地区

lL古墳・

(6001～ )

横穴等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種   別 時 代 旧番号 備  考

6001
石田西の迫

古墳群
石田町字西の迫 古 墳 古 墳

内藤記念館に

移設

一部調査

2日 散布地・城跡等

遺跡番号 名  称 指定 所 在 地 種 男J 時 代 旧番号 備  考

6002 林 遺 跡 伊形町字林・春ノ田 散布地

否
墳
世
汁

伺旧
古
中
折

一部調査

6003 大 鶴 遺 跡 上伊形町字大鶴・宇野 集落跡 中 世

6004 田下 遺 跡 上伊形町字田下 集落跡 中 世
通称 :屋敷ケ段

6006 越 路 遺 跡 上伊形町字越路 祭 祀 古 墳
7-88 越路遺跡

子持勾玉出土

6005 上伊形遺跡 上伊形町字侶木 。越路 城館 ? 中 世 7-89

6007
僧都ケ浜関

所跡
土々呂町字僧都ケ浜 交 通 近  世

6008
土々呂城山

跡
土々呂町字城山 城  跡 中世 ?

6009 仏生寺遺跡 櫛津町字仏生寺 寺 跡 中世 ?

6010 旧極楽寺跡 櫛津町字天神山・井ノ元 寺 跡 中 世

6011
赤水震洋隊

格納庫跡

赤水町字外浦北山

鯛名町字元鯛名・宮田・

桃ケ迫

戦  跡 近 代

6012
鰤 見 小 屋

遺跡
赤水町字谷水 集落跡 近 代

6013 赤水鉱山跡 赤水町字白浜 生  産
世
　
代

近
　
近
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遺跡番号 名  称 指定 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 備  考

6014 興禅寺跡 赤水町字寺ケ谷
石塔群

寺 跡
近  世
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延岡市 文化財関連文献一覧
「南方村」『村治50年 』 南方村 (1938)

「柳田龍太郎」 F元伊形郷土誌』 柳田龍太郎 (1937)

「土々呂公民館」「櫛津公民館」『土々呂の今昔』 土々呂公民館 櫛津公民館 (1986)
「下平原公民館第二次編集委員会」『下平原のあゆみ』 下平原公民館第二次編集委員会 (1984)

「小嶋政一郎」『郷土史「方財島」―その歴史・民俗・教育―J(1975)

「渡部誠一郎」『郷土島野浦 語りつぐふるさと』 渡部誠一郎 (1995)
「渡部誠一郎」『郷土島野浦 語りつぐふるさと (改訂版)』 渡部誠一郎 (1996)
「古川昌晴・磯部功一編」『しまんだ～止むことのない時の流れの中に』 古川昌晴・磯部功― (1984)

「大島 守」『南延岡案内』 南延岡商工会 (1929)
「宮崎県神社庁」『宮崎県神社誌』 宮崎県神社庁 (1988)

「平田廣司」『ひとつぶの麦 のべおかキリシタン史』 延岡カトリック教会 (1989)
「延岡史談会」『延岡史談会報 創刊号』 延岡史談会 (1981)
「延岡史談会」『延岡史談会報‐第2号 』 延岡史談会 (1982)

「廷岡史談会」『延岡史談会報 第3号 』 延岡史談会 (1983)
「延岡史談会」『延岡史談会報 第4号 』 延岡史談会 (1984)
「延岡史談会」『延岡史談会報 第5・ 6・ 7合併号』 延岡史談会 (1988)
「延岡史談会」『延岡史談会報 第8号 』 延岡史談会 (1988)
「延岡史談会」『延岡史談会報 第12号 』 延岡史談会 (1992)
「廷岡史談会」『延岡史談会報 第13号 』 廷岡史談会 (1993)
「延岡史談会」 F延岡史談会報 第14号 』 延岡史談会 (1994)
「延岡史談会」『延岡史談会報 第15号 』 延岡史談会 (1995)
「延岡史談会」『史談会再発足十周年記念文集』 延岡史談会 (1988)

「延岡史談会」『市内史跡標柱建立一覧』 延岡史談会

「延岡史談会史跡史実研究部」『郷上の歴史探訪市内祠堂めぐり』 延岡史談会 (1987)

「延岡郷土史婦人学級OB会ひみこ」『五周年記念誌延岡の神社をたずねて』 延岡郷土史婦人学級OB
会ひみこ (1989)

「延岡郷土史婦人学級OB会ひみこ」『五周年記念誌廷岡の神社をたずねて 補充編J 延岡郷土史婦人
学級OB会ひみこ (1990)

「延岡郷土史婦人学級OB会ひみこ」『10周年記念誌延岡の石塔を訪ねて (上巻)』 延岡郷土史婦人学

級OB会ひみこ (1996)

「廷岡郷土史婦人学級OB会ひみこ」『10周年記念誌延岡の石塔を訪ねて (下巻)』 延岡郷土史婦人学

級OB会ひみこ (1996)

「編集 :延岡春秋社」『碑文集』 記念碑保存会 (1965)

「藤川寿男」『廷岡の庚申塔』
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「山室元吉」『延岡丁丑戦記』 山室元吉 (1917)

「香春建一」『風雲 西郷臨末史 上篇』 西郷臨末史刊行会 (1955)
「香春建一」 F風雲 西郷臨末史 下篇』 西郷臨末史刊行会 (1958)
「増満繁雄」『西郷どんと西南戦争』 田中書店 (1963)

「香春建一」 F大西郷遺聞』 延岡西南史跡顕彰会 (1968)

「香春建一」 F西郷臨末記』 守部市美 (1970)

「近本喜績」『西南の役戦跡紀行歴史と道遇の喜び』 (1989)

「佐々木克」『西南戦争における西郷隆盛と士族』『人文学報68号別刷』 京都大学人文科学研究所

(1991)

「田口栄一」 F倉林明之助 明治十年二月ヨリ 戦聞日記』 (1994)
「延岡西南役会」『西南役研究誌第一集 西郷南洲と西南役』 延岡西南役会
「河野弘善」『西南戦争 廷岡隊遺聞』 (1991)夕 刊デイリーに掲載
「東臼杵郡史蹟調査会」『′島居龍蔵博士講演 第二回・第三回延岡附近古墳調査習 東臼杵郡史蹟調査会

(1916)

「小嶋政一郎」『延岡郷土読本 昭和6年版』 谷書店 (1931)
「日向郷土会」『日向郷土史年表』 文華堂書店 (1932)

「鈴木健一郎」『日向の俸説』 文華堂 (1933)

「石川恒太郎」『延岡郷土読本』 延岡郷土研究会 (1948)

「日高重孝」 F日向今昔物語』 ひうが社 (1951)

「小嶋政一郎」『延岡郷土史年代表』 廷岡市文化連盟 (1966)

「黒木敏隆編」『延岡藩史年表 付日向北部天領諸町村』 (1971)
「宮崎県内務部」『宮崎県古墳台帳』 (1918)

「熊田葺城」『日本史蹟大系第1巻 』 (1935)

「′鳥居龍蔵」『上代の日向延岡』 (1935)

「石川恒太郎」『考古学雑誌30-5』 (1940)

「宮崎県教育委員会」 F日向史蹟調査報告書』 (1952)

「石川恒太郎」『日向史学第1巻 3号 』 (1953)

「宮崎大学研究室 田中熊雄」『宮崎県縄文弥生期考古遺物地名録』 (1957)
「田中熊雄」『宮崎大学学芸部紀要 4』 (1958)

「郷土文化研究所」『延岡小峰窯跡』 (1964)

「南九短大・付属高校」『郷土研究第2号 』 (1964)

「宮崎県立図書館」『宮崎県郷土資料目録J(1964)

「宮崎県教育委員会」『宮崎県史蹟跡調査報告書第10集 』 (1965)

「小田富士雄」『九州考古学29。 30』 (1966)

「宮崎県教育委員会」『第2次日向遺跡総合調査第2・ 3号 』 (1967)

「旭化成工業株式会社 延岡支社」『延岡樫山古墳調査報告書』 (1971)
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「朝日新聞社」『鳥居龍蔵全集第4巻 』 (1976)

「延岡市教育委員会」『野田町八田遺跡』 (1978)

「延岡市教育委員会」『南方古墳群保存管理計画書』 (1979)

「茂山 護」『宮崎県総合博物館研究紀要No.5』 (1979)
「山中悦雄」『宮崎県総合博物館研究紀要No.8』 (1982)

「近藤 協J『 宮崎県総合博物館研究紀要No.17』 (1991)
「西日本図書館コンサルタント協会」『宮崎県史蹟調査 (復刻版)』 (1980)

「宮崎県」『宮崎県史 資料編考古IJ(1989)
「宮崎県」『宮崎県史 資料編考古Ⅱ』 (1993)
「宮崎県教育委員会」『昭和61年度農業基盤整備調査に伴う遺跡調査』 (1987)

「宮崎県教育委員会」『平成元年度農業基盤整備調査に伴う発掘調査概要報告』 (1990)

「延岡市教育委員会J『 県営圃場整備事業上南方地区に伴う発掘調査概要報告』 (1991)

「小田省三」『延岡送栞山焼研究』 (1968)

「柴田五橋。小田省三」『延岡内山焼 (小峰焼)の研究2号 』 (1969)

「宮崎県教育委員会」『宮崎県文化財調査報告書第14集 』「琴塚箱式石棺、伊勢ノ前古墳」(1969)

「宮崎県教育委員会」 F宮崎県文化財調査報告書第16集 』「大貫遺跡」(1972)

「宮崎県教育委員会」『宮崎県文化財調査報告書第20集 』「荒田遺跡」(1978)

「宮崎県教育委員会」『宮崎県文化財調査報告書第21集 』「赤木箱式石棺」(1979)

「宮崎県教育委員会」『宮崎県文化財調査報告書第22集 』「熊野江積石塚6号」(1980)

「宮崎県教育委員会」『宮崎県文化財調査報告書第26集 』「苺田窯跡」(1983)

「宮崎県教育委員会J『 宮崎県文化財調査報告書第30集 』「林遺跡」(1987)

「宮崎県教育委員会J『 宮崎県文化財調査報告書第31集 』「地蔵ケ森遺跡」(1988)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第1集 』「南方古墳群第19号、石田組合せ式石棺J

(1981)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第 2集 』「貝の畑および行膝神社境内の石塔調査」

(1983)

「延岡市教育委員会」 F延岡市文化財調査報告書第 3集 』「赤木遺跡、多々羅遺跡J(1987)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第4集 』「今井野遺跡J(1990)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第5集 』「片田遺跡 (4RA報)」 (1990)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第6集 』「山口遺跡、中尾原遺跡」(1991)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第7集 』「片田遺跡」(1991)

「延岡市教育委員会J『 延岡市文化財調査報告書第8集 』「中尾原遺跡、畑山遺跡」(1992)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第9集 』「差木野遺跡」(1992)

「廷岡市教育委員会J[延岡市文化財調査報告書第10集 』「黒土田遺跡、延岡城内遺跡、吉野遺跡、横谷

遺跡」(1993)

「延岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第11集 』「上南方地区遺跡 (山口、中尾原遺跡)J(1994)
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「廷岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第12集 』「上池遺跡・野田町人田遺跡第 2地点、西階城

周辺遺跡 (第一次)、 廷聞城内遺跡E地点」 (1994)

「廷岡市教育委員会」『延岡市文化財調査報告書第13集』「黒土田遺跡、赤木遺跡第2地点、上無田遺跡、

平野遺跡、上麦野遺跡、浄土寺山古墳」 (1995)

「平部崎南」『日向地誌』(復刻) 青潮社 (1976)
「平部崎南」『日向古述誌』(復刻) 歴史図書社 (1977)
「角川書店」「宮崎県」『角川日本地名大辞典』45『 角川日本地名大辞典45 宮崎県』 (1986)

「石川恒太郎J「大分・宮崎。愛媛」 F日本城郭大系』16F日 本城郭大系16 大分・宮崎 。愛媛』 新

物往来社 (1977)

「宮崎県総合博物館」『宮崎県総合博物館収蔵資料目録考古歴史資料編』 (1983)

「石川恒太郎」「宮崎県の考古学」『郷土考古学叢書』4 吉川弘文館 (1968)
「日高次吉」 F宮崎県の歴史』山川出版社 (1970)

「喜田貞吉 。日高重考」 F日 向囲史』 (復亥J) 名著出版印刷部 (1973)

「多田限豊秋」 F九州の石塔 下巻』 ⑪西日本文化協会 (1978)
「坂口雅柳」 F九州六地蔵考』 西日本新聞社 (1979)
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